
令和 5年度 第 2回桜島支所管内の振興に係る地域懇話会概要 

 

日  時 令和 5年 11月 13日  18時 00分～19時 20分 

場  所 桜島支所 2階大会議室 

出 席 者 地域懇話会委員、地域活性化アドバイザー、事務局 

会 次 第 

〇協議事項 

 ①地域の飲食店等の連携による魅力発信事業進捗状況 

 ②桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援事業進捗状況 

 ③デジタル化による生活利便性向上事業進捗状況 

 ④令和６年度の事業概要（案） 

主な意見等 

【各委員等からの意見】 

１．地域の飲食店等の連携による魅力発信事業 

〇 委託業者からワークショップへの案内が急すぎて日程調整が難しかった。また、

地域内の飲食事業者に事前説明をされたということだが、マルシェのことを知らな

い方もいた。事業の概要や目的を事業者としっかり共有すべきである。 

 →再度、支所と委託業者で飲食事業者を訪問し説明を行いたい。 

〇 マルシェ開催日が他のイベントと重複していて、どちらに参加すればよいか戸惑

っている事業者がいた。他イベントとの相乗効果を生みたいのであればイベント主

管課との横の連携をとるべきである。 

 →地域の事業者と委託業者がしっかりとした連携がとれるように支所で進めてい

く。委員の方々も事業についての意見を聞いた際には説明をして頂き、またその内

容を当局までお伝え願いたい。 

 

２．桜島の魅力体験に取り組む地域団体の支援事業 

〇 広報ＨＰ公開予定やブログを７回更新とあるが市のＨＰなのか？どこをどう探

せばよいのかわからない。細かい状況が分かれば情報を発信したいが。 

 →ＨＰは施設のＨＰを作成中、ブログはＮｏｔｅ、中身を見るとスタートからオー

プンまでのストーリーがわかるものになっているので閲覧していただき委員の皆

様からも情報発信をお願いしたい。 

 

３．デジタル化による生活利便性向上事業 

〇 高齢者はスマホを持っている人が少ない。デジタル教室ではスマホを持っていな

い人はどうするのか。高齢者にはスマホが普及していない。教室を受けてスマホに

変えてみようと思ってくれるのが一番いいと思う。 

 →デジタル教室は来年度以降の事業になるので、レンタル機器を用意するなど対応

してスマホを体験していただくようにしたい。 

〇 デジタルを使うことによって利便性と生きがいがうまく重なるような展開にし

てもらいたい。 

 

４．令和６年度の事業概要（案） 

〇 桜島支所として住民・地域に特化した公式ＬＩＮＥを開設すれば、この事業がリ

ンクされいろいろな問題が解消されると思う。 

〇 現状では経済的な理由で携帯電話を持っていない高齢者も多い。回覧板すら見な

いような方々もいる。共創事業は良い計画なのだが、そういった方々が取り残され

ないようにどう伝えていくべきか考えなければならない。 

 

【地域活性化アドバイザー】 

〇 桜島にはインバウンドが多い。飲食店連携事業は来年度にＨＰを多国語化すると

なっているが、情報発信を含め情報収集、飲食店・事業所のキャッシュレス化など



インバウンドを対象にした方法等を検討してみるとよい。 

〇 他部署や他地域の事業でもマルシェを開催しているが、飲食店の連携という形の

事業はない。飲食店の連携は魅力的であり、連携が取れた強い組織が出来上がれば、

ほかのイベントへの参加も容易になる。連携不足などの指摘もあるが、この事業を

成功させるようしっかり取り組んでいければ。 

 


